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春
の
風
物
詩
、島
な
ら
で
は
の
フ
ェ
リ
ー
の
見
送
り
風
景
。フ
ェ
リ
ー
岸
壁

に
は
、隠
岐
を
離
れ
る
人
を
見
送
ろ
う
と
大
勢
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
進
学
や
転
勤
な
ど
で
旅
立
つ
人
へ
エ
ー
ル
や
歌
が
送
ら
れ
、何
百
本
も
の

色
鮮
や
か
な
紙
テ
ー
プ
が
風
に
舞
う
、感
動
的
な
別
れ
の
風
景
と
な
り
まし
た
。

フ
ェ
リ
ー
の
見
送
り
　
　
　
　
　
　
３
月２８日（

西
郷
港
）
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　平成２７第１回隠岐の島町議会定例会で、松田町長は、町政運営
についての基本方針を明らかにしました。
　加速する少子高齢化、災害対策の強化など、多くの課題が山積
する中、本町の特性を活かした「総合戦略」を、町民の皆さまと
町の総力を結集しながら策定し、地域課題の解決に向け取り組ん
でいくこととしています。
　ここでは、今年度、様々な課題にどのように取り組んでいくのか
を示した、平成２７年度施政方針の概要についてご紹介します。
　なお、全文は、役場本庁議会事務局や役場ホームページでご覧
になれます。

平成27年度施政方針の
概要をご紹介します活力あふれる 、

住みよいまちを目指して

●
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

離
島
の
特
性
や
豊
か
な
資
源
を
活
か

し
た
、農
林
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、繁
殖
牛
の
増
頭
に

あ
わ
せ
た
自
給
飼
料
の
増
産
や
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
事
業

化
な
ど
、島
内
に
お
け
る「
自
立
循
環
型

産
業
」を
創
出
し
、所
得
の
向
上
や
雇
用

の
場
の
拡
充
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
事
業
」の
導
入

に
つい
て
は
、本
格
的
な
事
業
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
雇
用
対
策
に
つ
い
て

　

高
校
新
卒
生
徒
を
採
用
し
た
地
元
企

業
に
対
す
る
補
助
金
制
度
を
、大
卒
や
短

大
卒
ま
で
拡
充
し
、町
内
で
働
く
意
欲
を

持
っ
た
若
者
の
新
た
な
雇
用
の
受
け
皿

の
確
保
と
、定
着
化
を
図
る
た
め
の
研
修

制
度
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
、

新
た
に
、奨
励
金
や
住
宅
補
助
な
ど
を
制

度
化
し
、雇
用
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

り
、生
産
年
齢
人
口
の
定
住
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

産
業
の
振
興
と
経
済
対
策

観
光
振
興
対
策

●
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
用
に
つ
い
て

　
「
隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」を
活
用
し

た
島
の
魅
力
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に

よ
り
、少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、入

込
客
数
に
そ
の
効
果
が
現
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。今
後
、島
根
県
、隠
岐
４
町
村
な

ど
で
組
織
す
る「
隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

活
用
推
進
検
討
会
議
」で
の
議
論
を
踏
ま

え
、「
世
界
」と
い
う
冠
を
フ
ル
に
活
用

し
、具
体
的
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

●
入
込
客
数
の
増
加
対
策
に
つ
い
て

　

来
訪
者
へ
の
き
め
細
か
な
情
報
提
供

と
人
情
味
あ
ふ
れ
る
お
も
て
な
し
や
独
自

の
観
光
資
源
の
維

持
・
保
全
、宿
泊

施
設
な
ど
の
観
光

関
連
施
設
の
充
実

を
図
り
、前
年
度

を
上
回
る
入
込
客

数
を
目
指
し
ま

す
。離

島
交
通
と
交
通
網
の
整
備

●
生
活
バ
ス
路
線
の
運
行
に
つ
い
て

　

生
活
バ
ス
路
線
は
、交
通
弱
者
に
と
っ

て
、大
切
な
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
隠
岐
航
路
に
つ
い
て

　

本
土
地
域
に
比
べ
、割
高
な
航
路
運
賃

Okinoshima 2



の
改
善
な
ど
、関
係
団
体
と
協
力
し
な
が

ら
、国
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、本
土
側
の
寄
港
地
１
港
化
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
、住
民
の
意
識
調
査

な
ど
に
も
取
り
組
み
、関
係
団
体
と
議
論

を
進
め
ま
す
。

●
隠
岐
空
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

　

今
年
は
、隠
岐
空
港
開
港
50
周
年
及

び
ジ
ェッ
ト
機
就
航

10
周
年
の
記
念
の

年
で
あ
り
、島
根
県
を
は
じ
め
関
係
団
体

と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
記
念
事
業

に
取
り
組
み
、さ

ら
な
る
利
用
促
進

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、出
雲
便
、

大
阪
便
と
も
に
、

路
線
を
維
持
す
る

た
め
、取
り
組
み

の
強
化
に
努
め
ま

す
。地

域
医
療
と
地
域
福
祉

●
地
域
医
療
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加
す
る
中
、

隠
岐
病
院
と
個
人
医
院
や
診
療
所
と
の

在
宅
医
療
の
連
携
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
な
ど

が
切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
体
制
の
構

築
を
図
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
、医
師

招
へ
い
や
医
療
従
事
者
の
人
材
育
成
と

そ
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

竹
島
領
土
権
確
立
へ
の
取
り
組
み

●
資
料
の
収
集
・
整
備
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、総
務
課
内
の
竹
島
対
策
室

に
お
い
て
、新
た
な
資
料
の
発
掘
や
整
備

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、今
年
度
、新
た

に
、竹
島
漁
撈
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
た
久
見
地
区
に
、竹
島
関
係
の
資
料
収

集
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
建
設
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

●
国
・
関
係
機
関
へ
の
要
望
に
つ
い
て

　

さ
ら
に
、島
根
県
及
び
竹
島
領
土
権
確

立
期
成
同
盟
会
な
ど
と
連
携
し
、国
の
責

務
に
お
い
て
、竹
島
漁
撈
歴
史
記
念
館

（
仮
称
）の
建
設
や
隠
岐
島
周
辺
海
域
の

保
安
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
よ
う
、国

や
関
係
機
関
へ
強
く
訴
え
て
い
き
ま
す
。

安
心
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

●
災
害
対
策
に
つ
い
て

　

自
治
会
組
織
・
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
を
図
り
な
が
ら
、地
域
に
お
け
る
防
災

意
識
の
高
揚
の
た
め
の
研
修
会
の
開
催

●
診
療
所
の
運
営
に
つ
い
て

　

町
民
の
皆
さ
ま
の「
か
か
り
つ
け
医
」

と
し
て
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、予
防

医
療
に
努
め
、健
康
で
安
全
、安
心
な
暮

ら
し
が
で
き
る
よ
う
、町
立
診
療
所
と
し

て
の
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
運
営
し
て

い
き
ま
す
。

●
地
域
福
祉
に
つ
い
て

　

関
係
団
体
と
協
力
し
、地
域
の
実
態
や

課
題
に
即
し
、障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢

者
、生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
な
ど
、き
め

細
や
か
な
対
応
に
よ
る
、総
合
的
な
地
域

福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

子
ど
も
を
産
み
、育
て
や
す
い
社
会
の

実
現
の
た
め
、幼
児
期
の
教
育
・
保
育
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合

的
に
推
進
す
る
支
援
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、効
果
的
な
子
育
て
支
援
施

策
の
調
査
・
検
討
に
取
り
組
み
ま
す
。

や
避
難
訓
練
の
実
施
に
向
け
た
支
援
策

な
ど
、防
災
体
制
の
確
立
と
災
害
対
策
の

強
化
に
努
め
ま
す
。

●
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
と
安
心
を
第

一に
、き
め
細
や
か
な
道
路
整
備
、砂
防
、

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
及
び
公
営
住
宅
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

●
上
・
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

　

上
・
下
水
道
事
業
の
経
営
安
定
化
の
た

め
、料
金
改
定
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検

討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、下
水
道
整
備
に
お
い
て
、今
後
、

増
加
す
る
汚
泥
を
効
率
的
に
処
理
す
る

た
め
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
海
岸
漂
着
ご
み
対
策
に
つ
い
て

　

島
根
県
と
協
調

し
、漂
着
ご
み
の

回
収
及
び
処
分
を

実
施
す
る
と
と
も

に
、国
へ
の
財
政
支

援
の
要
望
活
動

を
行
い
ま
す
。

人
材
育
成

●「
隠
岐
び
と
」の
育
成
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
隠
岐
を
愛
し
、誇
り
に
思
う

「
隠
岐
び
と
」の
心
を
育
て
る
た
め
に
、

教
育
、医
療
、福
祉
、観
光
及
び
農
林
漁

業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、多
彩
な
人
材

育
成
を
進
め
ま
す
。

●
学
校
教
育
に
つ
い
て

　

生
き
る
力
の
育
成
を
基
本
と
し
、子
ど

も
た
ち
が
、自
ら
学
び
、自
ら
考
え
る
、

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育

を
展
開
し
、豊
か
な
人
間
性
と
た
く
ま
し

い
体
を
育
く
み
、社
会
の一
員
と
し
て
自

立
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、学
校
、家
庭
、地
域
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。

●
社
会
教
育
に
つ
い
て

　

隠
岐
の
自
然
や
歴
史
・
伝
統
文
化
を

活
か
し
、様
々
な

体
験
を
積
み
重

ね
、自
ら
考
え
行

動
す
る
力
を
養

い
、豊
か
な
感
性
を

持
つ
人
材
を
育
成

し
て
い
き
ま
す
。
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まち 新年度予算の

【地方交付税】所得税、法人税、酒税などの国税から地方へ配分される税　
【国県支出金】国県からの特定事業のための補助金
【町債】町の借金のことで、大規模な事業を行うため国などから借入れたお金
【分担金及び負担金】保育所の保育料、老人ホーム入所措置負担金など　
【譲与税及び交付金】国税として徴収され、そのまま地方へ配分される税
【使用料及び手数料】町の施設の使用料や証明手数料などによる収入
【繰入金】基金（貯金）などから一般会計に繰り入れた額

歳入の用語解説

歳出の用語解説

　平成２７年度の隠岐の島町の予算が３月定
例議会で議決されました。
　行財政改革を推進し、経費支出の効率化を
図るとともに、将来の財政負担に備えながら
も、”まち”の経済対策、”まち”の活性化を視
野に入れた事業も取り入れ、歳入・歳出のバ
ランスを考慮した予算となっています。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
等
歳
入
歳
出
予
算

一般会計 145億7,000万円
58億1,411万円
23億3,840万円
15億3,960万円
5億7,520万円
5億2,471万円
10億9,991万円水道事業計

診療所計

3億9,680円
4,860万円

4億4,540万円
3億4,560万円
2,490万円
1,980万円
50万円

151億8,000万円
53億4,744万円
20億7,520万円
12億2,290万円
5億9,840万円
5億9,904万円
11億9,744万円

4億円
5,330万円

4億5,330万円
3億5,260万円
2,410万円
2,040万円
150万円

203億8,411万円合　　　　計

会　　計　　名 平成27年度当初予算 平成26年度当初予算 増減額 前年度比

▲6億1,000万円
4億6,667万円
2億6,320万円
3億1,670万円
▲2,320万円
▲7,433万円
▲9,753万円
▲320万円
▲470万円
▲790万円
▲700万円
80万円
▲60万円
▲100万円

▲1億4,333万円

▲4.0％
8.7％
12.7％
25.9％
▲3.9％
▲12.4％
▲8.1％
▲0.8％
▲8.8％
▲1.7％
▲2.0％
3.3％
▲2.9％
▲66.7％
▲0.7％205億2,744万円

特別会計及び企業会計
国民健康保険事業勘定
下水道事業

後期高齢者医療保険事業
訪問看護事業
駐車場事業
中財産区

簡易水道事業

国民健康保険施設勘定（中村・五箇・都万診療所）
へき地診療所事業（布施・五箇）

上水道事業

145億 7 ,000万円
※前年度比4.0％減

平成２7年度一般会計予算総額

一般会計の概要

　本年度一般会計予算額は、平成26年度に実施した電
算基幹システムの更新が完了したことや隠岐広域連合
による消防庁舎建設が完了したことにより、前年度より
6億1,000万円減少し、145億7,000万円となります。
　また、町村合併以降、減少傾向にあった人件費及び
公債費は、前年度とほぼ同額で推移することとなりま
した。

歳出
（性質別）

歳入

【公債費】町の借金の返済費用
【補助費】隠岐広域連合（隠岐病院・消防署）への負担金及び各種団体への補助
            金や負担金
【投資的経費】道路・学校・港湾などの施設の建設費
【人件費】特別職や一般職員、議会議員などの給料　　
【物件費】臨時職員の賃金や事務用品、光熱水費など　
【扶助費】障がい者や児童に対する手当や生活保護費など　
【繰出金】一般会計から下水道などの特別会計へ支出する赤字補填経費など

内　
　

訳

水　

道

診
療
所

公債費
29億7,000万円

補助費
22億1,000万円

投資的経費
　22億円

人件費
21億5,000万円

物件費
17億2,000万円

扶助費
16億7,000万円

維持補修費 1億,3000万円

操出金 13億7,000万円

その他 2億8,000万円

繰入金 6,000万円

分担金及び負担金
3億4,000万円

譲与税及び交付金
3億7,000万円

使用料及び手数料
2億6,000万円

貸付金 1億円 その他（積立金・出資金・
予備費） 5,000万円

Okinoshima 4

地方交付税
75億円

国県支出金
24億6,000万円

町債
18億9,000万円

町税 14億1,000万円



民生費　32億4,000万円
■主要事業
◎私立・公立保育所、公立認定こども園運営費【8億2,052万円】
◎障がい者福祉サービス事業【4億7,721万円】
◎介護保険事業支援費【3億6,908万円】
◎国民健康保険・後期高齢者医療保険支援費【3億5,084万円】
◎老人ホーム等運営費【2億4,393万円】
◎生活保護事業費【1億7,803万円】

土木費　18億7,000万円

■主な新規事業
◎町営住宅向山団地建設事業【5,506万円】
◎残土処理場整備事業【4,950万円】
■主要事業
◎道路整備事業（中町中条線ほか）【8億2,697万円】
◎下水道事業推進費（下水道会計への繰出金）【4億2,985万円】
◎港湾改修事業(西村港・飯美港)【1億7,350万円】
◎町営住宅田見崎団地建設事業【2,601万円】

農林水産業費　9億5,000万円
■主な新規事業
◎木質ペレット製造設備整備事業【1,500万円】
■主要事業
◎漁港整備事業（犬来・大久他）【1億5,917万円】
◎離島漁業再生支援事業（漁業集落交付金）【1億1,151万円】
◎箕浦牧野整備事業【6,060万円】
◎森林病害虫防除事業【3,728万円】
◎町内産木材利用促進事業（住宅建築補助）【2,840万円】

総務費　18億6,000万円
■主な新規事業
◎竹島資料収集施設建設事業【6,142万円】　　　　　　　
■主要事業
◎レインボージェット運行支援費【1億3,398万円】
◎情報処理システム維持管理費【1億1,434万円】
◎隠岐島油槽所運営費【7,641万円】
◎路線バス運行支援費【5,889万円】
◎光ファイバー通信施設管理運営費【5,352万円】
◎定住対策事業（奨学金貸与他）【4,951万円】
◎集落地域活性化交付金【3,380万円】

消防費　5億2,000万円
■主な新規事業
◎防火水槽整備事業【2,216万円】
◎災害用備蓄品整備事業【683万円】
■主要事業
◎隠岐島消防本部運営費負担金【3億9,798万円】
◎消防団活動費【3,254万円】
◎消防車両等整備費【657万円】

衛生費　15億6,000万円
■主要事業
◎隠岐病院運営支援費【6億356万円】
◎ごみ処理施設運営費【2億6,839万円】
◎水道事業運営支援費（水道会計への繰出金）【1億6,250万円】
◎診療所(6施設)運営支援費【1億477万円】
◎し尿処理施設運営費【7,500万円】
◎海岸漂着ごみ対策事業【2,182万円】
◎生活習慣病対策費【1,971万円】

商工費　4億1,000万円
■主要事業
◎観光宿泊施設整備事業【1億4,408万円】
◎観光施設管理費【9,569万円】
◎観光関連団体活動費補助金【4,243万円】
◎観光振興事業
  （ウルトラマラソン・観光牛突き・コンベンション開催事業など）【3,172万円】

その他　9,000万円
■主要事業
◎新卒生徒地元就職促進事業【4,453万円】

教育費　9億9,000万円
■主な新規事業
◎温水プール改修事業【4,315万円】
■主要事業
◎小中学校運営費(11校)【2億5,453万円】
◎学校給食運営費【1億7,868万円】
◎社会教育施設管理運営費（文化会館ほか）【6,799万円】　　　　
◎体育施設管理運営費（総合運動公園・温水プールほか）【3,619万円】
◎文化財保護費【2,472万円】
◎ジオパーク推進事業【3,136万円】

　ここでは、歳出予算総額１45億7,000万円
について、目的別に、主な事業などをご紹介し
ながら、その使い道について説明します。

◆お問い合わせ先◆
役場企画財政課財政係 電話２‐８５６６

お金の使い道
一般会計歳出（目的別）まちの
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民生費
32億4,000万円

土木費
18億7,000万円

総務費
18億6,000万円

公債費
29億7,000万円

消防費 5億2,000万円

商工費 4億1,000万円

その他 9,000万円議会費 1億1,000万円

教育費 9億9,000万円

農林水産業費
9億5,000万円

衛生費
15億6,000万円
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●
背
景

　

日
本
の
人
口
は
、平
成
20
年
に
減
少
に

転
じ
、今
後
も
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
は
、経
済
規
模
の
縮
小
や

社
会
保
障
制
度
の
崩
壊
な
ど
、私
た
ち
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

国
で
は
、こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
す

る
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」を
制
定
し
、施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
国
と
地
方
の
役
割

　

こ
の
法
律
で
は
、国
と
地
方
に
対
し
、

と
も
に
連
携
し
て
、人
口
減
少
な
ど
の
課

題
を
克
服
す
る
た
め
の「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」と「
総
合
戦
略
」の
策
定
を
求
め
て

お
り
、国
は
、目
指
す
べ
き
将
来
の
基
本

的
な
方
向
を
示
す
、３
つ
の
視
点
と
４
つ

の
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。（
図
１
参
照
）

　

全
都
道
府
県
と
市
町
村
は
、こ
の
政

策
を
実
現
す
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
の
実
情（
合
計
特
殊
出
生
率
、転
入
転

出
の
推
移
な
ど
）を
顧
み
た
う
え
で
、「
地

方
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
地
方
版
総
合

戦
略
」を
、地
域
住
民
の
皆
さ
ま
及
び
各

種
団
体
と
連
携
し
て
策
定
し
、国
と
地
方

が
と
も
に
効
果
の
高
い
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、課
題
を
克
服
し
て
い
き

ま
す
。

ま
ち
・ひ
と・
し
ご
と
創
生
法
の
概
要

　

次
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
に
つ
い

て
、一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

【
ま
ち
】

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
、夢
や
希
望
を

持
ち
、潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を
安

心
し
て
営
め
る
地
域
社
会
の
形
成 

【
ひ
と
】

　

地
域
社
会
を
担
う
、個
性
豊
か
で
多

様
な
人
材
の
確
保 

【
し
ご
と
】

　

地
域
に
お
け
る
、魅
力
あ
る
多
様

な
就
業
の
機
会
の
創
出

「まち・ひと・しごと創生」とは（図１)３つの視点と４つの目標

○地方における安定した雇用を創出する
○地方への新しい人の流れをつくる
○若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
○時代にあった地域をつくり、安全な暮らしを守るとともに、地域と地域を連携する

若い世代の就労・結婚・
子育ての希望の実現

「東京一極集中」の
歯止め

地域の特性に即した
地域課題の解決

４つの目標

3つの視点

まちの人口対策を考えるまちの人口対策を考えるまちの人口対策を考える
隠岐の島町まち・ひと・しごと創生総合戦略隠岐の島町まち・ひと・しごと創生総合戦略隠岐の島町まち・ひと・しごと創生総合戦略

　国は、平成２６年１１月に「まち・ひと・しごと創生法」を制定しました。この法律により、　国は、平成２６年１１月に「まち・ひと・しごと創生法」を制定しました。この法律により、
国と地方自治体は、「魅力あふれる地方を創生」するための将来への展望をまとめた「総合国と地方自治体は、「魅力あふれる地方を創生」するための将来への展望をまとめた「総合
戦略」を策定し、ともに連携しながら、国の長期ビジョンにおいて２０６０年に１億人程度戦略」を策定し、ともに連携しながら、国の長期ビジョンにおいて２０６０年に１億人程度
の人口を確保するための効果的な施策を展開することとなっています。の人口を確保するための効果的な施策を展開することとなっています。
　ここでは、「まち・ひと・しごと創生法」の概要と、本町が策定する「総合戦略」における今後　ここでは、「まち・ひと・しごと創生法」の概要と、本町が策定する「総合戦略」における今後
の取り組みなどについてご紹介します。の取り組みなどについてご紹介します。

　国は、平成２６年１１月に「まち・ひと・しごと創生法」を制定しました。この法律により、
国と地方自治体は、「魅力あふれる地方を創生」するための将来への展望をまとめた「総合
戦略」を策定し、ともに連携しながら、国の長期ビジョンにおいて２０６０年に１億人程度
の人口を確保するための効果的な施策を展開することとなっています。
　ここでは、「まち・ひと・しごと創生法」の概要と、本町が策定する「総合戦略」における今後
の取り組みなどについてご紹介します。



隠岐の島町「人口ビジョン・総合戦略」策定までのスケジュール

お問い合わせ先：役場定住対策課定住対策係　電話２－８５７０

総合戦略策定組織の立ち上げ

住民意見交換会

人口ビジョン及び総合戦略策定作業

パブリックコメントの募集

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月
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な
お
、「
総
合
戦
略
」の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、国
の
示
し
た
３
つ
の
視
点
と
４
つ

の
目
標
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、「
島
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
施
策
」を
町
民
の
皆
さ
ま

や
企
業
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
く
た
め
、地
域
ご

と
の
意
見
交
換
会
な
ど
も
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、本
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
な
ど

を
、随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、町
の

活
性
化
に
向
け
た
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
町
の
取
り
組
み

（図2)隠岐の島町総合戦略検討会議

総合戦略検討会議

調整会議（副町長・役場、教委全管理職）

最終決定機関
（町長・副町長・教育長・議長、副議長、プロジェクト部会長、副部会長）

策定プロジェクト
（まち部会）

産業界・学校・金融機関
・議会・町職員

策定プロジェクト
（ひと部会）

産業界・学校・金融機関
・議会・町職員

策定プロジェクト
（しごと部会）

産業界・学校・金融機関
・議会・町職員

（グラフ１)人口・世帯数の推移〈隠岐の島町〉
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本
町
に
お
い
て
も
、平
成
16
年
の
合
併

以
降
人
口
は
、減
少（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

し
、地
域
の
活
性
化
の
衰
退
の
要
因
に
も

な
って
い
ま
す
。

　

町
で
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」の
成
立
を
踏
ま
え
、将
来
に
わ
た
っ

て
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
を
創
生
す
る
た

め
の
施
策
を
検
討
す
る
組
織
と
し
て
、「
隠

岐
の
島
町
総
合
戦
略
検
討
会
議
」を
設
置

（
図
２
参
照
）し
ま
し
た
。検
討
会
議
は
、

町
長
を
本
部
長
と
し
て
、全
町
あ
げ
て

の
体
制
で
組
織
し
、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と

「
総
合
戦
略
」を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（人） （世帯）

（年）

住民基本台帳より（各年4月1日現在）

　

今
、日
本
国
中
を
あ
げ
て
、人
口
対

策
へ
の
号
令
が
か
か
り
ま
し
た
。本
町

は
、全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
合
計
特
殊

出
生
率
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、多
子
多

産
の
風
土
を
持
つ
町
で
す
。島
な
ら
で

は
の
、濃
い
人
の
つ
な
が
り
が
、強
い

個
性
と
し
て
表
れ
て
い
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。活
か
せ
る
効
果
的
な
要
因

は
、さ
ら
に
伸
ば
せ
る
よ
う
に
、ま
た
、新

た
な
発
想
も
取
り
入
れ
、「
ビ
ジ
ョ
ン
と

戦
略
」を
、役
所
も
民
間
企
業
も
学
校

も
、そ
し
て
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
す

べ
て
の
皆
さ
ん
と
、一
体
と
な
っ
て
作

り
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　

30
年
、50
年
先
の
姿
を
描
け
る
の

は
、こ
の
町
で
今
を
一
生
懸
命
に
生
き

抜
い
て
い
る
、私
た
ち
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
退
職
し
た
ら
帰
っ
て
く
っ
け

ん
」か
ら「
卒
業
し
た
ら
帰
っ
て
く
っ

け
ん
、30
歳
ま
で
に
は
帰
っ
て
く
っ
け

ん
」と
、子
ど
も
た
ち
に
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
町
を
目
指
し
、大
人
た
ち

の
し
つ
こ
い
ま
で
の
我
が
町
へ
の
こ
だ

わ
り
と
、そ
れ
を
示
す
本
気
の
後
ろ
姿

こ
そ
が
、子
ど
も
た
ち
の
愛
郷
心
の
育

成
と
な
り
、地
域
の
将
来
を
救
う
も
の

と
信
じ
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

一一
体
感
を
持
っ
て
！

体
感
を
持
っ
て
！

一
体
感
を
持
っ
て
！隠岐の島町役場

定住対策課
課長　鳥井 登



本　　庁

平成２7年４月１日現在
 （　　）は兼務 〔　　〕は隠岐広域連合からの人事交流職員

町長 ： 松田和久　副町長 ： 池田 高世偉　教育長 ： 山本和博

上下水道課
☎2-0192（上水道）
☎2-8576（下水道）

建設課
☎2-8564

農林水産課
☎2-8563

定住対策課
☎2-8570

田中秀喜

河北尚夫

山﨑龍一

佐々木千明

技術管理担当
上水道施設係
下水道施設係
業務係

増本直行
村上和久
藤木正英

農林振興係
農林水産施設係
水産振興係

山根　淳
岸本則和
平田芳春

土木係
管理住宅係

田中文男
石田　傑

堀川秀樹　　松林茂生　　永海清人
山本幸子　　齋藤　靖　　小室鉄平

半田耕一　　小中恵吾　　池田邦彦
前田和信　　藤川輝貴　　堀江　航　　増原　香
日野利幸　　柳原　潔　　坂田真司　　長田正勝

鳥井　登
定住対策係
商工労働係

村上克樹
井﨑里惠子

木田隆宏
山根弘行　　石川愛美
中西賢一　　坂本　忠　　坂口　武　　西尾正平
藤田将之　　吉田伴也　　村尾　駿
西岡武志　　山本　俊

観光課
☎2-8575

福祉課
☎2-8561

出納室
☎2-8567

税務課
☎2-8574

町民課
☎2-8560

保健課
☎2-8562

池田賢一
（会計管理者）

吉田　隆
観光振興係
交通交流係

齋藤和幸
木瀬高宏

佐藤智樹　　前田隼人　　前川文吾　　野津千晶
橋本博志　　松田隆志

児童福祉係 中嶋洋子

地域福祉係
生活支援係

納税推進係
戸籍住民係
国保年金係

健康係

訪問看護係

住民税係

出納係

固定資産係
小中　静
満田弘之
和田まち子

大庭享子

齋藤文子

石田寛弥

吉田明美

田中　挙

原　秀人
茶山　宏

安部　淳　　〔木村靖志〕
野津寿天　　藤田留美　　山木久恵
池本繁樹

高齢者福祉係
包括支援センター

広江和彦
仕立ひろみ

築谷　清　　野津久美
濱田ちはる　松井弘樹

和田貴弘　　宮本智幸〈再任用〉
若林英明　　長谷川正明　井奥清美　　松井みどり
日野よし美　田崎幸雄　　藤野さとみ　金田　緑　　石田拓也
岩本清徳　　和田玉美　　青田和恵　　岸本幸子　　家島洋子
渡部真澄　　高村智重子　石井知葉　　三島裕子　　
藤野千秋　　原　あずさ

島根美香　　常角幸平　　〔坂本里沙〕

池田祐也

高梨智昭　　渡邊　守　　上川　清　　小村誠貴

藤川芳人

池田茂良

名越玲子

長田　栄

（長田　栄）医師招聘担当

都万保育所 岩水美千恵
（所長） 岩水あやめ　　大槻　綾　　廣間美和      中上良子   　兒島かおる

ごか保育園 重栖菊枝
（園長）

吉田穂子　　角脇泰子　　吉田さずき　　齋藤果林　　坂根流美
宮西鏡子　　中井直子　　黒澤理津香 

中村保育園 新　珠乃
（園長） 齋藤瑞樹　　井上よしみ　　栗山瑞穂　　平井弘子

下西保育所 立川美佐恵
（所長）

船田祥子　　灘　由美　　安部やすえ　上川充恵　　佐藤さゆり
齋賀千春　　有田裕子      舩田一美

原田認定こども園 齋賀真由美
（園長）

村上利恵子　谷田光代　　築谷和美　　石橋香織　   黒川美保
吉山佐織　　河田敏美　　平木裕子　　重栖聡子

企画財政課
☎2-8566

渡部　誠

総務課
☎2-2111 大庭孝久

議会事務局
☎2-8568

野津浩一

松岡隆介　　
堤　可奈子　　是津隆将　　永海有希
奥元次郎　　砂川祐一　　笠根純平

藤原時造　　齋賀千春

玉木清司　　大上達也

吉田　努　　木村武司　　井上まどか
黒川直照　　忌部正英　　井川　笑　　 村上厚子　　村井法子

係　　　員 

管財係 井﨑　宏
財政係 宇野慎一
企画調整係 野津千秋

金井和昭職員係

消防防災係

井上朋張広報広聴係

竹島対策係
危機管理室
竹島対策室

中村恒一行政係
（野津浩一）

（吉田篤夫） （忌部正英）
（吉田篤夫）

議事調査係
田中順子庶務係

係　名所属長課  名 課長補佐・係長

隠岐の島町の新組織と職員を紹介します隠岐の島町の新組織と職員を紹介します

吉田篤夫
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環境課
☎2-8565 阿部眞澄

生活環境係

清掃施設係 佐々木義直

松岡利和
石橋忠夫　　寺下勝森　　尾崎正和　　若林謙二      吉田拓矢
藤田惠司　　齋藤貴司　　塚根幸男　　石橋元気      松江純子

藤田志生　　村上信也

米津泰樹　　齋藤恭平　　川崎　竜

（高村千枝）　（池田真美）

布施支所

布施支所
☎7-4311

大上一郎

係　　　員 

竹本　久地域振興係

布施診療所
☎7-4346

（松下耕太郎）
（金坂寿江）

（中村恵美子）

係　名所属長課  名 課長補佐・係長

係　　　員 係　名所属長課  名 課長補佐・係長

齋藤清一　　泉　秀幸　　八幡貴之　　八幡秀朋　　滝本一雅

清水まみゑ　　吉田美有

五箇支所

五箇支所
☎5-2211

増原和彦

係　　　員 

金坂賢一

三村久美恵

地域振興係

五箇診療所
☎5-2005 川﨑利博

灘　　進

五箇歯科診療所
☎5-2301 野上恭太郎

係　名所属長課  名 課長補佐・係長

和田美由貴　 齋藤　慎　　高宮鋼志      森田洋平

田中博野

都万支所

都万支所
☎6-2311

春木茂正

森　幸三

係　　　員 

高梨勇光地域振興係

都万診療所
☎6-2025

常平広志
赤田栄美

都万歯科診療所
☎6-2858 （野上恭太郎）

係　名所属長課  名 課長補佐・係長

澤尾夢花

高村千枝　　池田真美

中出張所

中出張所
☎4-0002

岳野宇一

係　　　員 

大西　裕地域振興係

中村診療所
☎4-0011 松下耕太郎

中村恵美子
金坂寿江

（西郷）池田美紀　 （中条）高梨みゆき　 （有木）山田智代      （五箇）脇田孝代
（都万）松葉真由美
（西郷）堀川和美 　（西郷南）河田晶子 　（五箇）佃　博美　　（都万）村上章子

隠岐の島町立小学校 施設管理員

隠岐の島町立中学校 施設管理員

係　名所属長課  名 課長補佐・係長

森田健一　　村上和幸      山下隼人

隠岐の島町教育委員会

総務学校教育課
☎2-2206

八幡　哲

中央公民館☎2-0003 高宮　操

（八幡　哲）

布施公民館☎7-4314
五箇公民館☎5-9011
都万公民館☎6-2273

給食センター☎2-2283

係　　　員 

生涯学習課
☎2-2126 中林　眞 近藤勝志社会教育係

野津哲志（中林　眞）文化振興係

曽我部一彦   室﨑純平砂本　進総務係
長田寿幸　　前田靜香大西洋二学校教育係

ジオパーク協議会駐在

日下祐志学習振興係（五箇）
村上静夫学習振興係（都万）

高平重也　   安部正和脇　幸子学習振興係（中央）
上野　悟学習振興係（布施）

高井信人　　坂本忠司　　吉山ちとせ　 藤田耕作藤田元春

係　名所属長課  名 課長補佐・係長

派遣

隠岐の島町観光協会 濱田　勉
齋藤英典隠岐広域連合立隠岐病院

隠岐広域連合総務課

課長補佐・係長所属長課  名

野邉一寛

藤野　一
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中条小学校朝マラソンの様子
（平成２５年２月２７日）

隠岐に関する古文書を読みながら、
歴史に親しんでみませんか。

　

中
条
小
学
校
で
は
、毎
朝
５
分
間
の
マ

ラ
ソ
ン
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
際
に
、

５
分
間
は
、歩
か
ず
に
必
ず
走
る
と
い
う
目

標
を
設
定
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま

た
、隠
岐
の
島
町
１
周
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

そ
こ
に
記
録
を
つ
け
て
い
ま
す
。１
周
達

成
し
た
児
童
に
は
、隠
岐
の
島
町
１
周
認

定
証
を
贈
り
、校
内
に
も
掲
示
し
て
い
ま

す
。あ
わ
せ
て
、児
童
一
人
ひ
と
り
の
記

録
を「
し
ま
ね
っ
子
！
元
気
ア
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」に
登
録
し
、隠
岐
だ
け
で
は
な

く
、本
土
の
児
童
と
も
競
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。今
回
、こ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、島
根
県
教
育
庁
保
健
体
育
課
よ
り
、優

秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

運
動
の
基
本
と
な
る
走
る
こ
と
に
し
っ

か
り
取
り
組
め
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
児

童
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

古
文
書
と
は
、文
字
の
通
り「
古
い
文

書
」の
こ
と
で
、内
容
は
、手
紙
や
契
約
書
、

借
用
書
な
ど
様
々
で
す
。古
文
書
と
一
括

り
で
考
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、明
治
以
降

の
公
的
文
書
を「
公
文
書
」、日
記
を「
古

記
録
」と
す
る
な
ど
、そ
の
内
容
か
ら
区

別
す
る
考
え
方
も
あ
り
、江
戸
時
代
や
そ

れ
ま
で
に
書
か
れ
た
も
の
の
み
を
古
文

書
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
れ
ら
古
文
書
は
、「
く
ず
し

字
」と
い
う
、み
み
ず
の
よ
う
な
文
字
で

書
か
れ
て
い
ま
す
。今
読
ん
だ
り
書
い
た

り
し
て
い
る
文
字
と
は
違
う
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、こ
れ
ら
く
ず
し
字
も
ひ
ら
が

な
、カ
タ
カ
ナ
、漢
字
で
す
。な
か
な
か

現
代
で
は
馴
染
み
の
な
い
文
字
で
す
が
、

こ
う
し
た
文
字
を
、昔
の
人
は
、印
刷
物

で
も
手
書
き
の
物
で
も
使
っ
て
い
ま
し

た
。

　

人
々
の
様
子
を
、当
時
の
ま
ま
に
、後

世
へ
と
伝
え
て
い
ま
す
。郷
土
の
歴
史
や

民
俗
、文
化
を
、現
在
、そ
し
て
将
来
へ

と
つ
な
ぐ
貴
重
な
財
産
と
い
え
ま
す
。

　

家
の
建
て
替
え
や
蔵
の
解
体
な
ど
で
、

こ
れ
ら
の
貴
重
な
史
料
が
失
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、町
内
の
古
文
書
に
関
す

る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、是
非
、教
育

委
員
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
４
月
か
ら
、月
に
一
度
、隠
岐
島

文
化
会
館
で
古
文
書
講
座
を
開
講
し
ま

す
。講
座
は
、古
文
書
を
初
め
て
見
る
人

で
も
わ
か
る
よ
う
な
内
容
に
な
り
ま
す
。

　

隠
岐
に
関
す
る
古
文
書
を
読
み
な
が

ら
、当
時
の
様
子
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　

江
戸
時
代
の
隠
岐
の
島
町
を
知
り
た

い
、歴
史
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
方
は
、

是
非
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
講
師
：
松
本
美
和
子 

氏

　
　
（
山
陰
中
央
新
報
文
化
セ
ン
タ
ー
他

　
　
　
の
古
文
書
講
師
）

●
第
１
回
開
催
日
：
４
月
23
日（
木
）

　

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

●
場
所
：
隠
岐
島
文
化
会
館

●
受
講
料
：
無
料

●
受
講
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２‐

２
１
２
６

■
古
文
書
に
関
す
る
情
報
は
こ
ち
ら

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　

    

電
話
２‐

２
１
２
６

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　

 

電
話
２‐
２
２
０
６（
代
表
）

中
条
小
学
校
﹁
し
ま
ね
っ
子
元
気

ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
表
彰
受
賞

古
文
書
は
ふ
る
さ
と
の
貴
重
な
財
産

〜
そ
の
保
存
と
活
用
を
考
え
る
〜

こ　

も
ん　
じ
ょ

くずし字
「隠岐国」

受講生募集

文書講座
始めます
古

の

※

第
2
回
は
、5
月
14
日（
木
）を
予
定

　

し
て
い
ま
す
。
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文書講座
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
史
料

を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？



　

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、子
ど

も
た
ち
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
奨
励

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
育
委
員
会

表
彰
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
1 2
日
及
び
３
月
2 3
日
に
、山
本

教
育
長
が
各
学
校
を
訪
問
し
、平
成
26

年
度
に
、県
内
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

8
名
の
児
童
生
徒
の
表
彰
式
を
行
い
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

　子ども読書の日（４月２３日）を記念して、おはなし会
を開催します。絵本の読み聞かせや工作などを行い
ます。みんなで楽しみましょう！
　日時 ： ５月５日（火）
　　　 午後３時から（１時間くらい）
　場所 ： 隠岐の島町図書館　研修室

　「おき民話の会」の方々による「民話を語る会」を、
４月から、毎月行います。隠岐の話を中心に、いろい
ろな民話を語っていただきます。是非、聞きに来てく
ださい。
　日時 ： 毎月第１日曜日　午後２時から
　場所 ： 隠岐の島町図書館　おはなしのへや

　元西郷小学校校長で『文芸隠岐』初代編集委員
長でもあった、故・増本敬郎先生（俳号 ： 増本春蘭）の
俳句作品展を、開催中です。
　この度、町に寄贈された、先生の色紙・短冊３５点
を、展示コーナーで展示しています。
　是非、ご覧ください。
　期間 ： ５月１６日（土）まで

　５月のゴールデンウィーク期間は、休まず開館いた
します。時間は、通常通り午前１０時から午後６時まで
です。どうぞ、ご利用ください。
※４月２７日（月）・５月７日（木）は、休館です。

受賞された児童生徒の皆さん

【西郷小学校】
　4年生 高梨 紗知さん （水泳）

【西郷中学校】
　2年生 林 知希さん （水泳）

【西郷中学校】
　2年生 鳥井 勝太郎さん （水泳）

【磯小学校】
　1年生 村上  佳汰さん （水泳）

【都万小学校】
　（写真中央左）
　5年生 齋藤 理名さん （作文）
　（写真中央右）
　2年生  大濱 成聖さん （水泳）

【五箇小学校】
　5年生 中西 虎太朗さん （絵画）

【西郷小学校】
　６年生　野田　葵さん　（水泳）

Okinoshima11

児
童
生
徒
を
表
彰 

〜
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
表
彰
〜

おはなし会子ども読書の日スペシャル！おはなし会子ども読書の日スペシャル！おはなし会子ども読書の日スペシャル！

民話を聞きに来ませんか？民話を聞きに来ませんか？民話を聞きに来ませんか？

増本春蘭 俳句展増本春蘭 俳句展増本春蘭 俳句展

ＧＷ期間中も開館しますＧＷ期間中も開館しますＧＷ期間中も開館します

◀
俳
句
作
品
展
の
様
子
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まちのできごと
　

ボ
ブ
キ
ャ
ッ
ト
ダ
ン
ス

ス
タ
ジ
オ（
松
江
市
）に
よ

る「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

教
室
」が
、隠
岐
島
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
、ダ
ン
ス
ス

タ
ジ
オ
の
生
徒
や
町
内
の

親
子
連
れ
な
ど
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、普
段
は
、馴
染
み
が
な

い
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を

体
験
し
、全
身
で
表
現
す
る

ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

3/21

　

隠
岐
の
島
町
に
自
生
す
る
カ
タ
ク
リ

の
花
の
観
察
会
が
、大
津
久
地
区
カ
タ

ク
リ
の
里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
観
察
会
は
、隠
岐
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議

会
に
よ
る
も
の

で
、参
加
し
た

都
万
中
学
校
の

生
徒
2 5
人
は
、

周
辺
の
除
草
作

業
や
カ
タ
ク
リ

の
保
護
活
動
に

つ
い
て
、熱
心
に

学
び
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
体
感

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室

3/22

隠
岐
な
ら
で
は
の
味
に
舌
鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠
岐
そ
ば
祭
り

3/22

受
け
継
が
れ
る
伝
統
神
楽

　

佐
々
木
家
住
宅
東
郷
・
今
津
神
楽
公
演

3/25

ふ
る
さ
と
の
自
然
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
ク
リ
観
察
会

曲にあわせてダンスをする子どもたち曲にあわせてダンスをする子どもたち曲にあわせてダンスをする子どもたち

大勢の来場者でにぎわう会場の様子大勢の来場者でにぎわう会場の様子大勢の来場者でにぎわう会場の様子

演目「随神」の様子

カタクリの花を観察して歩く生徒の様子

　

町
の
活
性
化
を
目
的
と

し
た「
春
を
寿
ぐ
コ
ン

サ
ー
ト
」が
、西
郷
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
２
階
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
や

地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、舞

踊
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、数
多
く
の
模
擬
店
が

出
店
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、大
勢
の
方

が
来
場
し
、港
の
夜
は
、に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

東
郷
高
倉
会
、今
津
神
楽
保
存
会
の
二

保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
神
楽
公
演
が
、

釜
地
区
の
佐
々
木
家
住
宅（
国
指
定
の
重

要
文
化
財
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
約
80
名
の
観
客
は
、歴
史

あ
る
古
民
家
で
披
露
さ
れ
た
、隠
岐
独
特

の
神
楽
に
見
入
って
い
ま
し
た
。

3/21

に
ぎ
わ
っ
た
港
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
を
寿
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト

若柳会の皆さんによる舞踊の様子若柳会の皆さんによる舞踊の様子若柳会の皆さんによる舞踊の様子

　

津
戸
地
区
の
伝
統
行

事
、花
生
神
社
祭
礼
風
流

の「
百
手
的
神
事
」が
、

津
戸
漁
港
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

神
事
で
は
、２
人
の
役

主
が
、大
声
で「
神（
カ
ン
）

の
矢
」と
叫
び
な
が
ら
、

的
に
向
か
っ
て
豪
快
に

矢
を
放
ち
、訪
れ
た
皆
さ

ん
か
ら
は
、大
き
な
歓
声

と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

3/28

歴
史
あ
る
伝
統
神
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
生
神
社
祭
礼
風
流
百
手
的
神
事役主を務めた濱田朝光さん（写真左）と古岡大輝さん役主を務めた濱田朝光さん（写真左）と古岡大輝さん役主を務めた濱田朝光さん（写真左）と古岡大輝さん

　毎年恒例の「隠岐そば祭り」が、役場毎年恒例の「隠岐そば祭り」が、役場
駐車場で開催され、訪れた約３００人の駐車場で開催され、訪れた約３００人の
皆さんは、隠岐伝統の味を堪能しました。皆さんは、隠岐伝統の味を堪能しました。

　毎年恒例の「隠岐そば祭り」が、役場
駐車場で開催され、訪れた約３００人の
皆さんは、隠岐伝統の味を堪能しました。

　

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
隠
岐
広
域

連
合
消
防
本
部
の
新
庁
舎
が
、平
地
区

に
完
成
し
、竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、順
次
、旧
庁
舎
か
ら
業
務
が

移
さ
れ
、5
月

初
旬
に
は
、完

全
移
転
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

本
町
の
地
域

防
災
活
動
の
拠

点
と
し
て
、住

民
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
防
災

力
の
強
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

3/29

新
た
な
防
災
拠
点
が
完
成

　
　
　
　
　

消
防
本
部
新
庁
舎
竣
工
式

新庁舎で行われた竣工式の様子

こ
と
ほ
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納
税
は
、国
民
の
三
大
義
務
で
あ
り
、

滞
納
し
た
場
合
に
は
、強
制
的
に
徴
収

を
行
う
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

町
税
の
場
合
も
、納
付
が
一
定
期
間

滞
っ
た
場
合
は
、滞
納
さ
れ
た
方
の
財

産
の
差
押
え
を
行
い
、税
金
に
充
て
さ

せ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

差
押
え
は
、滞
納
者
の
財
産
の
調
査

や
捜
索
な
ど
を
行
い
、財
産
が
あ
る
の

に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、差
押
え
を
執

行
し
ま
す
。

　

本
町
の
平
成
26
年
度
中
の
差
押
え
状

況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●
預
貯
金　

１
件

●
普
通
自
動
車　

２
件

●
軽
自
動
車　

１
件

　

町
税
等
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、

滞
納
に
な
ら
な
い
よ
う
期
限
内
納
付
に

努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、滞
納
へ

の
法
的
な
処
分
に
つ
き
ま
し
て
、ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
税
等
は
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

町
税
等
は
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
納
税
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
７
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
５
６
２

 

Part41Part41■「
が
ん
」は
、不
治
の
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

現
在
、日
本
で
は
、２
人
に
１
人
が
、「
が

ん
」に
か
か
り
、３
人
に
１
人
が
、「
が
ん
」

が
原
因
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
が
ん
」は
、そ
の
部
位
に
も
よ
り
ま
す

が
、早
期
に
発
見
す
れ
ば
、治
る
可
能
性

が
高
い
病
気
で
す
。

　

早
期
発
見
の
鍵
は
、が
ん
検
診
で
す
。

　

今
回
、が
ん
検
診
を
受
診
し
、早
期
発

見
に
つ
な
が
っ
た
町
内
在
住
の
方
の
体
験

談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
周
り
に
も
、こ
の
よ
う
な
体

験
を
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。「
が
ん
」は
、身
近
な
病
気
で
す
。あ
な

た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に
、「
い

つ
か
」で
は
な
く
、「
今
年
こ
そ
」が
ん
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

☆「
無
症
状
時
の
が
ん
検
診
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
早
期
発
見

☆「
精
密
検
査
の
確
実
な
受
診
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
早
期
治
療

※

が
ん
検
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、役
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
４
月
配
布
の
が

ん
検
診
通
知
書
及
び
が
ん
検
診
の
お
知

ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

t4PPPaaart41rt414rt41

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！

受けてよかった「がん検診」

●
大
腸
が
ん
検
診
で
の
体
験
談 

　

毎
年
受
け
て
い
た
大
腸
が
ん
検
診
。

ず
っ
と
異
常
な
し
が
続
き
、排
便
の
不

調
も
な
い
の
で
、腸
に
関
し
て
は
、自
信

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。ま
さ
か
の
要
精

密
検
査
と
い
う
結
果
に
、「
き
っ
と
異

常
な
し
に
決
ま
っ
て
い
る…

」と
思
い
つ

つ
、大
腸
カ
メ
ラ
を
受
け
ま
し
た
。結

果
は
な
ん
と
、極
小
さ
い
な
が
ら
も
ポ

リ
ー
プ
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
！
少
な
か

ら
ず
、シ
ョッ
ク
で
し
た…

。今
後
は
、

定
期
的
な
大
腸
カ
メ
ラ
に
よ
る
経
過
観

察
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
が
ん
は
、自
分
と
は
無
関
係
」と

か
、「
１
、２
年
く
ら
い
受
け
な
く
て
も

大
丈
夫
だ
ろ
う
」と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、体
が
何
と
も
な
い
時
に
受
け
る
こ

●
子
宮
頸
が
ん
検
診
で
の
体
験
談

　

子
宮
が
ん
検
診
が
、年
々
お
っ
く
う

に
感
じ
ら
れ
、長
ら
く
遠
ざ
か
っ
て
い

ま
し
た
。久
し
ぶ
り
に
受
け
た
ら
要
精

密
検
査
に…

。保
健
師
か
ら
の
強
い
勧

め
も
あ
り
、紹
介
状
を
受
け
取
っ
た
そ

の
日
の
う
ち
に
受
診
し
ま
し
た
。結
果

は
、前
が
ん
状
態
で
手
術
が
必
要
と
の

こ
と…

。医
師
か
ら
は
、「
早
期
な
の
で
、

軽
度
の
手
術
で
済
み
ま
す
よ
」と
説
明

は
受
け
た
も
の
の
、不
安
が
募
り…

。

「
身
の
回
り
を
整
頓
し
て
か
ら
手
術

を
受
け
よ
う
か…

」、「
も
し
も
早
期
で

な
か
っ
た
ら…
」「
自
分
が
ま
さ
か
の

時
に
は
、家
族
は…

」な
ど
と
、い
ろ
い

ろ
な
思
い
が
頭
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

　

娘
を
は
じ
め
家
族
も
、検
査
・
手
術
の

説
明
を
受
け
る
時
や
、入
院
時
に
は
、付
き

添
って
く
れ
た
り
、お
見
舞
い
に
来
て
く

れ
た
り
と
、随
分
心
配
を
か
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。手
術
は
、無
事
成
功
し
、術
後
半

年
の
検
査
で
も
異
常
な
し
。健
康
の
あ
り

が
た
み
を
日
々
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
、

精
密
検
査
を
必
ず
受
け
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、「
自
分

の
健
康
が
、家
族
の
気
持
ち
や
生
活
に
与

え
る
影
響
の
大
き
さ
」を
実
感
し
ま
し

た
。自
分
の
健
康
が
家
族
の
幸
せ
に
つ
な

が
る…

。家
族
の
心
か
ら
の
支
え
に
も
、

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

と
、年
に
１
回
は
受
け
る
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
を
、改
め
て
痛
感
し
ま

し
た
。

～町民の方の体験談～



　

平
成
2 7
年
４
月
１
日
に
採
用
と
な
っ

た
、７
名
の
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

隠
岐
の
島
町
新
規
採
用
職
員
紹
介

　
　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
付
け

宮
本　

智
幸 　

五
箇
支
所
長

灘
脇　

守 　
　

布
施
支
所
長
補
佐

隠
岐
の
島
町
職
員
退
職
者
一
覧

　

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
で

き
て
、と
て
も
嬉
し
い
で
す
。こ
こ
ま
で
育

て
て
も
ら
っ
た
隠
岐
に
恩
返
し
が
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

山
木　

久
恵　
（
福
祉
課
生
活
支
援
係
）

や
ま 

き        

ひ
さ  

え

　

４
年
前
に
熊
本
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
来

ま
し
た
。元
気
な
隠
岐
の
島
町
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
。

前
川　

文
吾　
（
観
光
課
観
光
振
興
係
）

ま
え 

か
わ       

ぶ
ん  

ご

　

上
下
水
道
の
整
備
を
通
じ
て
、美
し
い

島
と
町
民
の
皆
さ
ま
の
豊
か
な
生
活
を

守
る
た
め
、一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

藤
川　

輝
貴　
（
上
下
水
道
課
下
水
道
施
設
係
）

ふ
じ
か
わ       

て
る  

き

　

皆
さ
ま
の
健
康
面
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。未
熟
で

は
あ
り
ま
す
が
、皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

石
井　

知
葉　
（
保
健
課
健
康
係
）

い
し  

い        

と
も  

は

　

隠
岐
で
働
く
こ
と
に
な
り
、約
６
年
ぶ

り
に
帰
島
し
ま
し
た
。何
卒
、よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

室
﨑　

純
平

む
ろ
ざ
き      

じ
ゅ
ん 

ぺ
い

　

分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、一
日
も
早
く
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

笠
根　

純
平　
（
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
）

か
さ  

ね       

じ
ゅ
ん 

ぺ
い

　

隠
岐
の
島
町
職
員
と
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。町
民

の
皆
さ
ま
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
、精

一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

永
海　

清
人　
（
建
設
課
土
木
係
）

な
が  

み       

き
よ 

と

（
教
育
委
員
会

 

総
務
学
校
教
育
課
総
務
係
）
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永
海　

ま
る
美　
平　
　

永
海    

均

川
嶋　

聡
介　

   

栄
町　

 

川
嶋　

洋
介

伴
林　

希
音　

  

栄
町　

 

伴
林　

秀
樹

齋
藤　

航
希　

  

東
町　

 

齋
藤　

恭
平

花
田　

斗
愛　

  

岬
町　

 

花
田　

圭
介

山
﨑　

楓
香　

  

下
西　

 

山
﨑　

誠

髙
橋　

咲
良　

  

原
田　

 

髙
橋　

翔
一

勝
部　

楓
太　

  

南
方　

 

勝
部　

侑

井
山　

拓
登　

  

栄
町　

 

井
山　

博
史

田
中
井　

朝
陽　
郡　

    

田
中
井  

祐
太

眞
野　

杏
和　

  

原
田　

 

眞
野　

裕
敏

池
本　

愛
結　

  

小
路　

 

池
本　

拓
生

折
坂　

春
輔　

  

下
西　

 

折
坂　

育
子

渡
部   

エ
サ
子    

池
田 　
　

 

86
歳

太
田   

コ
ユ
キ     

中
村 　
　

92
歳

野
邉   

コ
ス
ミ     

津
戸　

 　

74
歳

長
田　

睦
代　

   

北
方 　
　

91
歳

　

脇　

タ
カ　

    

栄
町　
　

 

98
歳

冨
田　

博　
　

   

大
久　
　

 

91
歳

※

3
月
31
日
ま
で
の
受
付
分（
敬
称
略
）

　
　
　
　

 

み

そ
う
す
け

 

ね  

ね

こ
う 

き

 

と  

あ

ふ
う 

か

さ
く 

ら

ふ
う 

た

た
く 

と

    

あ
さ 

ひ

あ
ん 

な

 

あ  

ゆ

し
ゅ
ん
す
け

夫 

磯
辺　

直
哉　
　

栄
町

妻 

金
阪　

未
来　
　

郡

（
夫 

服
部　

光
陽　
　

池
田

妻 

築
谷　
淑
乃　
　

都
万

（

夫 

髙
宮　

亮  　
　

南
方

妻 

坂
井　

祐
子　
　

栄
町

ご
結
婚

（
夫 
升
田　

大
貴　
　

港
町

妻 
横
山　

心　
　
　

海
士
町

（
夫 

井
上　

洋
平　
　

下
西

妻 

重
栖　

ま
ど
か　

平

（
夫 

戸
田　

温　
　
　

栄
町

妻 

齋
藤　

絵
理　
　

下
西

（
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＠5,400円
＠6,480円
＠7,560円

隠岐の島町城北町340（隠岐病院前）
　　　電　話　2－3265　営業時間　平日　AM 9:00～PM7:00
　　　F A X　2－3266　（不定休）　日祝　AM10:00～PM6:00

インテリアのコーディネートおまかせ！！インテリアのコーディネートおまかせ！！インテリアのコーディネートおまかせ！！

料亭 末　広

和風ダイニング
真　心　庵

冠婚葬祭料理
料理5,000円～
100名様収容　

コース料理3,000円～
各種アラカルト料理500円～
1名様から24名様（各個室）

団体様（10名様以上）歓迎
女性　2,000円～
男性　3,000円～

漣さ
さ
な
み

クラブ 末　広

電 話 2－0014
FAX 2－8880

母
の
日

母
の
日

父
の
日

父
の
日
特
集
特
集
！！！！

母
の
日

父
の
日
特
集
！！

母の日
5/10

同窓会
記念日  
ご結婚    
ご法要      
各種会合    

大
切
な
人
と
ゆ
っ
く
り

上
品
な
お
も
て
な
し
料
理
で

思
い
出
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い



▼
今
年
の
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
は
、

あ
い
に
く
の
寒
さ
と
雨
。満
開

の
桜
を
、車
の
中
や
家
の
窓
か

ら
眺
め
て
い
た
方
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。春

の
季
語
で
、桜
の
花
に
か
か
る

雨
を
「
桜
雨
」
と
い
い
ま
す
。

雨
で
花
が
散
る
様
に
ゆ
か
し

さ
や
風
情
を
感
じ
る
の
も
日

本
人
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま

す
。▼
さ
て
、４
月
も
半
ば
に

な
り
、進
学
・
就
職
・
引
越
し
な

ど
を
し
た
人
も
、新
し
い
環
境

に
少
し
ず
つ
馴
染
ん
で
き
た

こ
と
で
し
ょ
う
。私
も
今
月
号

か
ら「
広
報
隠
岐
の
島
」の
編

集
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。慣
れ
な
い
カ
メ
ラ
の
操

作
に
苦
労
し
な
が
ら
、行
事
や

風
景
の
写
真
を
撮
影
し
て
い

ま
す
。見
や
す
い
広
報
誌
づ
く

り
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 (

Ｔ・Ｋ)

5

平成27年4月1日現在

14,901（－86）人

7,791（－45）人

7,136（－37）

7,110（－41）人

内15歳未満1,730人〔11.6％〕
内65歳以上5,572人〔37.4％〕

増　転入91人 出生17人 その他0人
減　転出170人 死亡24人 その他0人

5

年金相談 13：00～16:00（役場ふれあいセンター）

豪華客船「ル・オーストラル号」寄港（立木沖）

年金相談 9：30～12:00（役場ふれあいセンター）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

食育の日

第４５回記念しげさ踊り　14：00～（西郷港周辺）
第３０回記念隠岐しげさ節全国大会　
子ども大会　15：30～（西郷港特設ステージ）

第３０回記念隠岐しげさ節全国大会
初級・中級・上級の部　10：30～（隠岐島文化会館）
隠岐の島町ノーレジ袋デー

第45回記念しげさ踊り

と　き／5月9日（土）と　き／5月9日（土）午後2時～午後2時～
ところ／西郷港周辺ところ／西郷港周辺
と　き／5月9日（土）午後2時～
ところ／西郷港周辺

第30回記念隠岐しげさ節全国大会

■お問い合わせ先 ： 役場観光課 電話２－８５７５

■お問い合わせ先 ： 隠岐の島町観光協会 電話２－０７８７

牛突き春場所大会
と　き／5月4日（月）午後4時～
ところ／隠岐モーモードーム

■お問い合わせ先 ： 役場観光課 電話２－８５７５

○子ども大会○子ども大会
　5月9日（土）午後3時30分～　5月9日（土）午後3時30分～
　（西郷港特設ステージ）　（西郷港特設ステージ）
○初級・中級・上級の部○初級・中級・上級の部
　5月10日（日）午前10時30分～　5月10日（日）午前10時30分～
　（隠岐島文化会館）　（隠岐島文化会館）

○子ども大会
　5月9日（土）午後3時30分～
　（西郷港特設ステージ）
○初級・中級・上級の部
　5月10日（日）午前10時30分～
　（隠岐島文化会館）

憲法記念日

こどもの日

振替休日

みどりの日 
牛突き春場所大会　16：00～（隠岐モーモードーム）

1
2
7

1  日   金

5  日   火
6  日   水
7  日   木
8  日   金

2  日   土

9  日   土

10  日   日

17  日   日

24  日   日
23  日   土

11  日   月
12  日   火
13  日   水
14  日   木
15  日   金

18  日   月
19  日   火
20  日   水
21  日   木
22  日   金

25  日   月
26  日   火
27  日   水

30  日   土
31  日   日

28  日   木
29  日   金

16  日   土

3  日   日

4  日   月


